







Statistical Observation of Crowns and Bridges 
in Matsumoto Dental College in 1980
TATSUNORI HIRANO KUMIKO SUGIMOTO MASAHIDE TOMATSURI
YOSHIKAZU ISHIHARA HARUHlSA ITOH KIYOHIKO IWASAKI
AKIHIKO OTOGURO MINORU OHNO SIGERU KATAOKA





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































担 ⊇ 8－66－8出 爾 541458－66－8命一鵠支台歯 調の状態 査年
昭55 32 35 29 96 6 44 33 83






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭55 　51i4．45） 　123i10．73） 　174i15．18）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭55 611 141 9 132 168 168 9 929
















昭49 101 31 5 3 23 9 9 4 145

































20歳未満 昭 52 　　2i1．87）
　　2
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161 21 8 3 1 1 195
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においては全部鋳造冠の占める割合が他の種類と
比べると最も多かった．部位別にみた場合には，
最も製作数の多かった上顎前歯部では陶材溶着鋳
造冠とレジンジャケット冠でほとんどを占めてい
た．審美的配慮が必要なことを考えれぽ当然であ
るが，この陶材溶着鋳造冠とレジンジャケット冠
を性別にみると女のほうが男の2倍多く，年代別
にみると前者は20歳代，後者は40歳代において最
も多い頻度を示した．先の昭和49年23）の報告をみ
ると，陶材溶着鋳造冠の装着率は同程度だが，既
製陶歯前装冠や陶材ジャケット冠が若干みられ，
レジンジャケット冠の装着率が少なかった．昭和
52年7）の成績では，レジンジャケット冠の装着率
が増加する一方で既製陶歯前装冠や陶材ジャケッ
ト冠はみられなかった．今回の成績では，陶材溶
着鋳造冠とレジンジャケット冠が審美的補綴物の
ほとんどを占めるに至った．小森ら（1977）15）は既
製陶歯前装冠やレジンジャケット冠も若干みら
れ，レジン前装冠が陶材溶着鋳造冠と同頻度の高
率でみられたとし，河原ら（1978）11｝は過去5年間
で陶材溶着鋳造冠とレジン前装冠が非常に高率で
合わせて48．7％に達し，既製陶歯前装冠，陶材ジャ
ケット冠，レジンジャケット冠が非常に少なく
なっていることを報告している．今回の調査でレ
ジンジャケット冠が高い頻度で製作，装着され，
結：果を異にしているが，これは病院所在地の環境
や学生臨床実習での教育内容の違いなども一因し
ていることによるものと考えたい．架工義歯支台
装置については，昭和49年23），昭和52年7｝と比べ
て，全部鋳造冠，陶材溶着鋳造冠が増加傾向を示
し，一部被覆冠や，既製陶歯前装冠，レジン前装
冠が減少傾向にあったが，臼歯部における陶材溶
着鋳造冠の使用頻度の増加が特徴的であった．こ
れは，患者の審美的感覚が以前にも増して関心事
となり，臼歯部にもこれを希望すると同時に陶材
溶着鋳造冠の適合性，材料的強度などに臨床的な
安定性が得られるようになったことによるものと
思われる．小森ら（1977）15）は全部鋳造冠69．02％，
レジン前装冠14．60％，陶材溶着鋳造冠6．98％，河
原ら（1978）11）は全部鋳造冠48．5％，レジン前装冠
28．3％，陶材溶着鋳造冠20．3％と報告し，レジン
前装冠が比較的多くみられるが，今回の調査では
単独冠でも架工義歯支台装置でも，全部鋳造冠と
陶材溶着鋳造冠が主体をなしているのは先に述べ
た理由によるものと考えたい．
　次に支台歯の生，失活歯別装着頻度をみると，
単独冠では，失活歯が生活歯よりも高頻度に利用
されていることは昭和49年23｝，昭和52年7｝，小森ら
（1977）15），入野ら（1975）6）の報告と同様である．
これらの成績をみても歯内療法によって，失活歯
として保存できる歯の比率が年々増加傾向にある
といえる．架工義歯支台装置については単独冠の
場合とは逆に生活歯を支台歯とする数のほうが失
活歯のそれを上回っており，昭和49年23），昭和52
年7），小森ら（1977）16），入野ら（1975）6）らの調査
結果と同じであった．これは歯冠部の大きな実質
欠損の回復を目的とする単独冠と歯牙欠損の補綴
を目的とする架工義歯での支台歯の条件の違いに
よるものであろう．
　失活歯に施した支台築造体について調査した報
告は他にあまりみられないが，私たちが先に報告
した昭和49年23｝と同52年7）のそれと比較してみる
と単独冠，架工義歯支台歯ともにキャストコアー
の使用頻度が高く，依然として支台築造の一般的
通念として適合性，強度，耐久性など種々の点か
らキャストコアーが，冠，架工義歯補綴において
基本となっていることを示しているものと考えら
れる．入野ら（1975）6）も同様な結果を示唆する報
告をしている．とくにレジンコアーは今回，単独
冠において初めてみられたものであった．これは
セメントコアーが減少し，その分アマルガムコ
アーおよびレジンコアーの比率が高くなったもの
と思われる．アマルガムやレジンを用いた支台築
造法では，1回で支台築造ができること，材料の
物性もかなり向上したことなど利点がある反面，
鋳造金属に比べると，やはり機械的性質は劣る．
したがって今回の成績は症例を選択して使用され
た結果を示すものであろう．辺縁漏洩など，いろ
いろ問題点も残しているが，とくにレジンについ
ては最近，築造用の材料が次々と開発され，物理
的，化学的性質などの面も改善されつつあるので，
今後，使用頻度が増すものと推測される．
　次に架工義歯について構成要素の面からみると
3ユニットのものが最も多く，最高8ユニットま
で合計195装置装着されていた．とくに3ユニット
のものが他のものよりも圧倒的に高い装着率を示
していることについては，架工義歯が歯根膜負担
義歯であるゆえに，少数歯欠損を適応症とするこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本歯学
と，1歯欠損の場合は，おおむね両隣在歯を支台
歯とすることによって補綴できることなどを考え
れば当然の結果といえる．また，欠損歯数最高は
4歯欠損で昭和49年23），同52年7）の成績と比較し
た場合よりも多数歯の欠損に対して装着され，ロ
ングスパンの症例に対する技法の進歩がうかがわ
れるものの，これは装着数の増加によるものの中
の少数例としたほうが考えやすい．例数の比較的
多い，平沼ら（1959）3｝，平沼ら（1967）4｝，岸ら
（1971）13），加藤ら（1974）8），加藤ら（1978）9），角
田ら（1963）25），小森ら（1977）17）は各々最高5歯欠
損であったとし，河原ら（1978）11）は最高8歯欠損
と報告していることから本調査の例数からみて，
うなづける結果である．また，架工歯1個のもの
は20および30歳代に比較的多かったが，架工歯2
個以上，即ち2歯以上の歯牙欠損の架工義歯に関
しては昭和49年23），同52年7），そして今回の調査の
いずれをみても20歳代が最も多かった．小森ら
（1977）17）の調査では30，40および50歳代と高齢に
なるほど頻度が多かったとしているが，これも今
後，装着数の増加を待って検討してみる必要があ
ると考える．
結 論
　昭和55年1月から同年12月までの1か年間に松
本歯科大学病院補綴診療科で装着された単独冠お
よび架工義歯について調査し，次の結果を得た．
　1．患者総数は537人で女が男より10％近く多
かった．また塩尻市内在住者が5割強を占めた．
　2．装着総数は単独冠1146個，架工義歯195装置
であった．
　3．単独冠，架工義歯支台装置ともに20，30，
40および50歳代における装着率が高く，それぞれ
合計すると89．76％，92．29％を占めた．
　4．単独冠では女が男より約25％多く，架工義
歯支台装置では男が女より11％程多く装着され
た．
　5．単独冠では上顎前歯部が23．21％，架工義歯
支台装置では下顎小臼歯部が25．70％，架工歯は下
顎大臼歯部が39．62％と部位別装着率で，それぞれ
最も多かった．
　6．単独冠，架工義歯支台装置いずれも全部鋳
造冠の装着頻度が最も高く，それぞれ63．18％，
77．34％で陶材溶着鋳造冠がそれぞれ15．71％，
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14．25％と，これに次いだ．
　7．単独冠支台歯では失活歯が84．38％，架工義
歯支台歯では，生活歯が60．98％を占めた．
　8．単独冠支台歯，架工義歯支台歯の支台築造
体は，いずれもキャストコアーが大部分を占め，
それぞれ91．93％，84．24％であった．
　9．架工義歯は3ユニットのものが82．56％で大
部分を占め，ユニット数は8ユニットが最多で
あった．
　10．架工歯1個の架工義歯が92．82％と大部分を
占め，架工歯数は4歯が最多であった．
　11．架工歯は20歳代の下顎大臼歯部への装着率
が13．21％と最も高かった．
　12．昭和49年，同52年の報告と今回の調査結果
を比較すると，患者数は昭和49年の約4．6倍になっ
た．また，単独冠および架工義歯支台装置の装着
数は，昭和52年に比して前者は約2．2倍，後者は約
1。9倍の増加を示した．単独冠および架工義歯支台
装置の種類別頻度は，昭和49年，同52年および今
回の調査結果とも全部鋳造冠が最も多かった．継
続歯の装着率は昭和52年に比して，単独冠ではさ
らに減少し，架工義歯支台装置としてはみられな
かった．支台築造体の種類では単独冠および架工
義歯支台歯ともに昭和49年，同52年と同様，キャ
ストコアーが最も多かった．
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